
取組事例紹介

働き方改革応援レシピ

労働時間を「見える化」しよう

・月の途中でも、各人の残業時間を把握することで、月の見込み残業時間を推定することができるように
なり、長時間労働となりそうな労働者のフォローを行うことで労働時間が削減された。

・本部で労働時間が分かることで、残業手当の計算が効率的に行えるようになった。
・残業時間が短縮されたことで、36協定の上限を見直した。

超過勤務の縮減を行う一環として、全労働者の出退勤状況の把握、残業時間の見える化を図ることが必要と
考え、労働時間の可視化に取り組んだ。

全業種向け

クラウド型のタイムカードを導入し、日々の労
働時間をリアルタイムで把握し、適宜本社から
支店に指導を行ったところ、長時間労働が改善
された。

業種：製造業 支店数：５支店 従業員数：40名

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！
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～労働時間(残業)を短くする工夫～

中途採用し、支店に配置した社員
がまた退職してしまった。

＜クラウド型タイムカードの導入＞
ICカード型のタイムカードを導入し、全支店の
労働者の出退勤時間、残業時間をクラウドによ
り、本部のパソコンで瞬時に把握できるように
した。

人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！

原因は分からないけど、本社より支店の方が長時間労
働の傾向にあるかな。
残業を減らすにも、タイムカードが支店にあって、労
働時間の把握が本社ではすぐにはできないんだ・・。

それでは、クラウド型のタイムカードを導入し、
支店にいる労働者の出退勤時間を本社で把握でき
るようにしてみたらどうでしょう。

【例：労務管理用ソフトウェア等の導入助成】
○働き方改革推進支援助成金

（労働時間短縮・年休促進支援コース）
助成率 ７５％
（一定要件の場合、８０％）
かつ
上限額 最大2００万円
（一定要件の場合、最大４４０万円）
◆助成金等には成果目標の達成状況等、一定の要件があ
ります

◆申請締切令和3年11月30日（国の予算の制約のため、
これ以前に受付を締め切る場合があります）

労務管理用ソフ
トウェア等導入
に助成あり！
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お困りですね。
その理由は分かりますか。

詳しくは当センター特設サイトへアクセス 愛知働き方改革推進支援センター► 検索
QRコード
でもアクセス
可能です！

愛知働き方改革推進支援センター【令和３年度 厚生労働省・愛知労働局委託事業】
相談窓口：名古屋市千種区千種通７－25－１ サンライズ千種３階（タスクール内） ☎ ０１２０－００６－８０２

aichi@task-work.com✉※受付日時：月～金曜日（祝日等を除く）午前９時～午後５時
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https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/_121796/tetsuzuki.html
https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/_121796/tetsuzuki.html

